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既存化学物質安全性(ハザード)評価シート

整理番号 2000－3
官報公示
整理番号

2－199 CAS番号 76－06－2

名　　称

クロルピクリン

別名：クロロピクリン

トリクロロニトロメタ

ン

構 造 式 C NO2

Cl

Cl

Cl

分 子 式 CCl3NO2 分 子 量 164.38

市場で流通している商品(代表例)1)

純　度　　　　　　：高濃度品：99.5％、低濃度品：80％(有機溶剤希釈品)
不純物　　　　　　：クロロホルム、水
添加剤または安定剤：無添加

1. 物理・化学的性状データ

　外 観：無色液体2, 3)

　融 点：-64℃2, 4)

　沸 点：112℃2, 4)

　引 火 点：文献なし

　発 火 点：文献なし

　爆 発 限 界：文献なし
　比　　　重： 20

4d 1.6562, 4, 5)

　蒸 気 密 度：5.67(空気 = 1)

　蒸 気 圧：2.26 kPa(17 mmHg)(20℃)5)

　分 配 係 数：log Pow；2.09(実測値)、1.16(計算値)6)

　加水分解性：加水分解を受けやすい化学結合なし

　解 離 定 数：解離基なし

　スペクトル：主要マススペクトルフラグメント
m/z　117(基準ピーク, 1.0)、119(0.97)、121(0.31)7)

　吸 脱 着 性：文献なし

　粒 度 分 布：該当せず

溶 解 性：クロルピクリン/水；0.23 g/ (25℃)2, 4)

エタノール、アセトン、ベンゼンなどの有機溶媒に可溶2, 5)

　換 算 係 数：1 ppm = 6.83 mg/m3

　(気体, 20℃) 1 mg/m3 = 0.146 ppm
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2. 発生源・暴露レベル

製造量等：平成 10年度 6,901 t　(製造 4,171 t　輸入 2,730 t)8)

放出・暴露量：文献なし

用　　途：土壌燻蒸剤(農作物の土壌病害虫(立枯病、つる割病、線虫類など)の防除)1)

3. 環境運命

1) 分解性

好気的

難分解9)(化審法)
試験期間 被験物質 活性汚泥

4週間 100 mg 30 mg

BODから算出した分解度
0％

嫌気的

報告なし。

非生物的

OHラジカルとの反応性

対流圏大気中では、速度定数 = 1.3×10-13 cm3/分子・secで2)、OHラジカル濃度を 5

×105～1×106分子/cm3とした時の半減期は 62～123日と計算される。

直接光分解

水中では、空気の存在下、波長 300 nm以下の光を照射すると速やかに分解して二

酸化炭素、塩化物、硝酸塩を生成し、太陽光を照射した時のこの反応の半減期は約 3

日と報告されている2)。

大気中の光分解でホスゲンと塩化ニトロシルが生成され(半減期：20 日)、塩化ニト

ロシルはさらに塩素と一酸化窒素に光分解されるとの報告がある2)。

2) 濃縮性

報告なし。

3) 環境分布・モニタリングデータ10)

検 出 例 と 検 出 範 囲
水質 ppb 底質 ppb 魚類 ppm その他 ng/m3

実
施
年
度
(昭)

B/A
検出範囲
(検出限界)

B/A
検出範囲
(検出限界)

B/A
検出範囲
(検出限界)

B/A
検出範囲
(検出限界)

54

0/24
－

(0.005～0.1)

0/24
－

(0.25～5)
調査データなし 調査データなし

(平)
6

0/45
－
(0.2)

調査データなし 調査データなし
大気 0/51
－

(5,000)

       B/Aは検出数／検体数を表す。
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4. 生態毒性データ

分類 生物名
LC50(mg )
(暴露時間)

EC50(mg )
(暴露時間) : 影響指標

OECD
分類基準(案)11)

藻類 － －

甲殻類 Daphnia pulex12)

(ミジンコ)
Mysidopsis bahia12)

(ミシッドシュリンプ)

－

 0.030(96-h)

0.063(24-h) : 遊泳阻害

－

(very toxic)

 分類基準なし

魚類 Oncorhynchus
 mykiss12)

(ニジマス)
Lepomis
 macrochirus12)

(ブルーギル)

 0.0165(96-h)

 0.105(96-h)

 very toxic

 very toxic

　　　　　　　　－　　　：データなし

　　　　　　(　　)内分類：OECDの分類基準値が適用できると仮定した時の分類

　　　　　　分類基準なし：試験生物種が OECD分類基準の推奨生物種以外

5. ほ乳動物毒性データ

1) 急性毒性2, 3, 13)

マウス ラット ウサギ モルモット

経口 LD50 － 250 mg/kg － －

吸入 LC50 9.6 ppm(4h) 6.6 ppm(4h)(鼻部)

14.4 ppm(4h)(全身)

117 ppm(20min) －

経皮 LD50 － － － －

静脈内 LD50 － － － 4.2 mg/kg

腹腔内 LD50 25 mg/kg － － －

マウスを 9 ppmに吸入暴露した実験で、呼吸数が半減し、肺の肺胞上皮の潰瘍及び壊死

がみられている2, 14)。

マウスを 50 ppm(340 mg/m3)に 15分間吸入暴露した実験で 10日後に死亡がみられてい

るが、25 ppm(170 mg/m3)に 15分間吸入暴露した実験では死亡はみられていない2)。

マウスを本物質のエアロゾル 31、32、48、72、106、171 mg/m3に 4時間、ガス 117.9、

207.0、284.1、405.9、568.2、893.0 mg/m3(17.7、31.05、42.6、60.9、85.2、134.0 ppm)に 30

分間暴露した実験で、エアロゾル 32 mg/m3、ガス 207.0 mg/m3から死亡がみられ、呼吸促

進、自発運動の低下、眼の充血、吸気性呼吸困難、気道の腫張、狭窄により消化管内への

空気の貯留による腹部膨満、肺のうっ血、肺炎、肺水腫がみられている15)。

ラットを 340 ppmに吸入暴露した実験で、初期には肺のうっ血、出血、水腫が、後に腎

臓、肝臓、骨格筋の壊死がみられ、1分以内に死亡がみられている2, 14)。
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モルモットを吸入暴露し、LCLoが 117 ppmとなった実験で、呼吸困難、肺水腫などが

みられている13)。

モルモットに静脈内投与し、LD50が 4.2 mg/kgとなった実験で、急性肺水腫がみられて

いる13)。

2) 刺激性・腐食性

報告なし。

3) 感作性

報告なし。

4) 反復投与毒性

(1) 経口投与

マウスに雄 66 mg/kg/day、雌 33 mg/kg/dayを 78週間強制経口投与した実験で、生存率

の低下がみられている16)。

ラットに 10、20、40、80 mg/kg/dayを 10日間強制経口投与した実験で、20 mg/kg/day

以上に死亡がみられ、生存例では 40 mg/kg/day以上で体重減少、80 mg/kg/dayで胸腺重量

減少、白血球数増加、赤血球数、ヘモグロビン濃度及びヘマトクリット値の減少がみら

れている。また、投与全群に前胃の炎症、有棘層萎縮、角化亢進、潰瘍及び壊死がみら

れている2, 13, 17)。

ラットに 2、8、32 mg/kg/dayを 90日間強制経口投与した実験で、32 mg/kg/dayで体重

減少、胸腺重量減少、ヘモグロビン濃度及びヘマトクリット値の減少、前胃の慢性炎症、

有棘層萎縮、角化亢進がみられ、さらには、肺の合併症による死亡もみられている2, 13, 17)。

ラットに雄 25、26 mg/kg/day、雌 20、22 mg/kg/dayを 78週間強制経口投与した実験で、

生存率の低下がみられている16)。

5) 変異原性・遺伝毒性

試験方法 試験条件 結果*

ネズミチフス菌、S9(-)、50 µg/plate13) ＋復帰突然変異試験

大腸菌、S9(+)、50 µg/plate13) ＋

突然変異試験 大腸菌、300 µg/ 13) ＋

ヒトリンパ球細胞2) ＋染色体異常試験

CHO細胞14) ＋

ヒトリンパ球細胞、8 mg/ 13) ＋

in vitro

姉妹染色分体交換試験

CHO細胞14) ＋

in vivo 伴性劣性致死試験 ショウジョウバエ14) ＋

*－：陰性　＋：陽性
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6) 発がん性

(1) 経口投与

雌雄 B6C3F1マウスに 33、66 mg/kg/dayを 78週間強制経口投与した実験では、前胃の

扁平上皮癌が雄の 66 mg/kg/dayで 2/48にみられたが、統計学的には本腫瘍がクロルピク

リンの影響によるものであるとの結論は得られていない16)。

Osborne-Mendelラットに雄 25、26 mg/kg/day、雌 20、22 mg/kg/dayを 78週間強制経口

投与した実験では、腫瘍の誘発はみられていない。ただし、腫瘍の発生が見込まれる時

期に既に生存率の低下がみられているため、本実験から発がん性の評価は困難である16)。

(本実験で低、高用量が接近しているのは、生存率の低下のため投与期間中に用量を下げ

るまたは休薬期間をおいたためである。)

7) 生殖・発生毒性

(1) 吸入暴露

ラットを 0.4、1.2、3.5 ppmに妊娠 6日目から 15日目までの 10日間全身暴露(他の条件

不明)した実験で、1.2 ppm 以上において母動物で体重増加抑制等の毒性がみられたが、

胎児では 3.5 ppmでの体重減少のみで奇形はみられていない2, 18)。

ウサギを 0.4、1.2、2.0 ppmに妊娠 6日目から 18日目までの 13日間全身暴露(他の条件

不明)した実験で、1.2 ppm 以上において母動物で体重増加抑制、摂餌量減少等の毒性が

みられたが、胎児では 2.0 ppmでの体重減少のみで奇形はみられていない2, 18)。

6. ヒトへの影響

1) 急性影響

クロルピクリンは皮膚、眼、気道粘膜、消化器粘膜に対し刺激性を有する2, 3, 19)。そのた

め眼では疼痛、流涙がみられ2, 19)、暴露時間及び暴露濃度と反応は次のように報告されて

いる。0.3-3.7 ppmの 3-30秒間暴露で個体差はあるが、眼瞼を閉じ、1.1 ppmで臭いを感知、

1.3 ppmで最低刺激濃度、15 ppmの 1分間暴露あるいは 7.5 ppmの 10分間暴露で耐えられ

ない状態、297.6 ppmの 10分間暴露あるいは 119.0 ppmの 30分間暴露で致死的になる2, 19)。

4 ppmの数秒暴露で活動に障害を来たし、15 ppmの数秒暴露で呼吸器障害がみられるとい

う報告もある14, 20)。肺では、肺水腫の他、中・細気管支を傷害し、肺炎で死亡する場合も

ある2, 3)。経口摂取では、悪心、嘔吐、下痢、胃腸炎を引き起こす2)。皮膚への暴露では皮

膚炎がみられる2)。

事故例では、誤って眼に入り、重度の水腫がみられた例2)、住居の地下に殺虫剤として

散布し、住人とペットのイヌに咳、呼吸器の障害、さらには、心臓障害がみられた例2, 20)、

強盗に襲われた際に、クロルピクリンを顔面にスプレーされ、肺水腫で死亡した例21)が報

告されている。
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2) 慢性影響

高濃度の長期暴露では肺水腫で死亡することもある2, 19)。

3) 発がん性22, 23, 24)

機　関 分　類 基　準

EPA － 2000年現在発がん性について評価されていない。

EU － 2000年現在発がん性について評価されていない。

NTP 2000年現在発がん性について評価されていない。

IARC － 2000年現在発がん性について評価されていない。

ACGIH(2000年) A4 ヒトへの発がん性物質として分類できない物質。

日本産業衛生学会 － 2000年現在発がん性について評価されていない。

ヒトでの発がんに関する報告はない。

4) 許容濃度23, 24)

機関名 許容濃度 経皮吸収性

ACGIH(2000年) 0.1 ppm(0.67 mg/m3) －

日本産業衛生学会(1999年) 0.1 ppm(0.67 mg/m3) －

7. 生体内運命

クロロニトロパラフィン類には経皮吸収性はほとんど無いものと考えられる2)。

ラット肝臓由来のチトクロム p-450または肝ミクロソームを用いた実験では、本物質は

還元的水素化分解を受ける2)。

8. 分　類(OECD分類基準・案11))

1) ほ乳動物に対する急性毒性は、経口投与ではラットでクラス 4、吸入暴露ではマウス、ラッ

トでクラス 1、ウサギでクラス 3に分類される。

2) 水圏環境生物に対する急性毒性は、甲殻類に対しては very toxicに該当する。魚類に対し

ては very toxicに分類される。藻類についてはデータがない。

9. 総合評価

1) 危険有害性の要約

ヒトへの急性影響として皮膚、眼、気道粘膜、消化器粘膜に対して強い刺激性を有し、

長期暴露や高濃度暴露で肺水腫や肺炎を起こし死亡することもある。また、肝臓の壊死、

腎障害、心臓の壊死が報告されている。実験動物では反復投与で胸腺重量減少、白血球数

増加、赤血球数、ヘモグロビン濃度及びヘマトクリット値の減少、前胃の炎症、有棘層萎
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縮、角化亢進、潰瘍及び壊死等がみられている。変異原性・遺伝毒性については、報告さ

れたすべての in vitro、in vivo試験で陽性であるが、発がん性について、ヒトでは評価され

ておらず、実験動物についても発がん性有りとの明確な結果は得られていない。生殖・発

生毒性については、催奇形性は認められず、母動物に毒性がみられる濃度でのみ胎児毒性

が出現している。

本物質は環境中に放出された場合、大気中では光分解及び OHラジカルとの反応が関与

が考えられており、半減期はそれぞれ 1ヵ月以内及び半年以内とされている。水圏では生

分解されにくいものの、光分解され半減期は数日以内と報告されている。環境省のモニタ

リングデータでは環境中から検出されたことはない。水圏環境生物に対する急性毒性は甲

殻類及び魚類で非常に強い。

2) 指摘事項

(1) 皮膚、眼、気道粘膜、消化器粘膜に対して刺激性を有し、長期暴露や高濃度暴露で肺水

腫や肺炎を起こし、死亡することがある。

(2) 実験動物では、赤血球数、ヘモグロビン濃度及びヘマトクリット値の減少等血液への影

響もみられる。

(3) 化学物質管理促進法の第一種指定化学物質に指定されており、排出量の管理が必要であ

る。

平成 12年 7月作成
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ほ乳動物毒性図（経口投与）

  

反復 発がん

マウス・ラット ラット ラット マウス ラット

mg/kg/day 78 w 10 d 90 d 78 w 78 w

100

10

1

●66

生存率の低下(マウス)

●33

●25

生存率の低下(ラット)

●22

●80

胸腺重量減少、白血球

数増加、赤血球数の減

少

●40

体重減少

●20

前胃の炎症、壊死、有

棘層萎縮、角化亢進及

び潰瘍、死亡

●32

肺の合併症による死

亡、胸腺重量減少、

ヘモグロビン濃度、

ヘマトクリット値の

減少、前胃の慢性炎

症、有棘層萎縮、角

化亢進

●66

前胃の扁平上皮癌

（統計学的には有意

でない）

●26

腫瘍発生増加なし
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